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農林中金総合研究所への出向を振り返って

農業・農村領域　主任研究官　　草野　拓司

１．はじめに
私は官民人事交流により、2019年４月から21年

３月の２年間、株式会社農林中金総合研究所（以
下、「農中総研」）に出向しました。同社では調査
第一部組合経営班の一員として、我が国の農協経
営に関する研究業務などに携わりました。

私が農中総研に出向する以前、農中総研と当所
による人事交流は３度行われており、当所からの
出向者は、いずれも我が国の食料・農業・農村・
農協に関する知見を備えた専門家でした。ところ
が、私の専門はインドの農業政策や農村経済研究
であり、我が国の農協経営などについての知見は
持ち合わせていませんでした。また、インド研究
を一人で担っていたことから、チーム単位で取り
組む経験も多くはなかったため、不安を抱えたま
ま、この出向が始まりました。

２．主な業務の紹介
（１）農林中央金庫向けのレポート作成業務

農中総研は農林中央金庫（以下、「農林中金」）
のシンクタンクであるため、農林中金への情報提
供は極めて重要な業務となっています。私が携
わったのは、「農協利用者版金融行動調査」「農業
メインバンクにかかる顧客満足度調査結果」「情勢
報告 JAを取り巻く環境見通し」などのレポート
の作成です。

例えば、「情勢報告 JAを取り巻く環境見通し」
では、最新の経済・金融情勢、他金融機関の動
向、農業・JA経営などを取りまとめます。そのた
めに、調査第一部のメンバー全員に担当箇所が割
り当てられます。

この業務は、農林中金のニーズに応えた情報を
提供することに加え、最新情報を提供するために
スピード感も求められます。調査第一部の十数名
がメンバーとなるので、チームワークも必要です。

このレポートの作成において、私はJAの組織・
事業の推移（19年度）、我が国の農業政策（20年
度）を担当しました。前者では「総合農協統計表」
などを、後者では「食料・農業・農村基本計画」
など読み込み、レポートの作成を行いました。

（２）研究業務
上記業務に加え、各研究員がテーマを決めて進

める研究業務があります。私が取り組んだのは、
「農協による援農ボランティア」（19年度）、「農協
による農福連携」（20年度）です。これらの研究を

進めるため、全国の農協でヒアリング調査を行
い、その成果を農中総研の機関誌である『農林金
融』などで発表しました。

中でも特に印象に残っているのは、JAながさ
き県央による農福連携の取組です。同JAでは、
高等特別支援学校の学生に実習の場を提供し、そ
れを経験した学生の中から数名を毎年採用すると
いう取組を行っています。私は現場を訪れ、A
コープで実習に取り組む学生の姿を見ました。販
売に携わる学生たちは集客のために必死に声を出
し、引率の先生も懸命にその手助けをします。
JAの職員はそれを見守り、時にはアドバイスを
送ります。この実習を経て、学生が同JAに就職
することもあれば、他の企業等に就職することも
あります。この実習は、同JAが学生を採用する
ことだけを目的としているのではありません。実
習を通して、障害者がしっかり働けることを地域
社会に示すことも、大きな目的となっているので
す。

３.おわりに
最初に述べたように、農中総研での業務は、当

所でのものとはまるで異なったことから、出向中
は不安を抱えつつ、新たなことへの挑戦が続きま
した。それゆえに、多くのことを学び、様々な知
見を得られた期間でもありました。

農林中金向けのレポートを作成する際には、
リーダー（部長・副部長・部長代理）が風通しの
良い環境を整えてくれたことでチームとしての一
体感が生まれました。相談もしやすいことから、
効率的かつ迅速に仕事が進んでいきました。これ
らが、リーダーのあり方やチームワークの重要性
などを学ぶ機会となりました。また、この業務に
より、我が国の農協や農政に関する理解を深めら
れたことも、今後研究を進める上で、意義深いも
のでした。さらに、研究業務を通して、地域社会
における農協の影響力・役割・可能性の大きさな
どを再認識する機会にもなりました。

おそらく、インド研究だけを続けていたので
は、以上のような知見は得られなかったでしょ
う。このような機会をいただいた農中総研のみな
さまに加え、私の出向に関わっていただいた全て
のみなさまに感謝申し上げたいと思います。そし
て、今後の私の研究をより充実させていくこと
で、お世話になったみなさまへの恩返しができれ
ばと思っております。
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